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ア メ リ カ に 発 達 し た 構 造 言 語 学 の 方 法 論 上 の 一 般 的 特 徴 は 、 意 味 で は な く形

一式 に 基 準 を 置 き
、 言 語 構 造 を 分 析 し よ う と す る 努 力 で あ る 。Bloomfieldは 名

著Languageに お い て 次 の よ う に 主 張 し て い る 。

"Thesituationswhichpromptpeopletoutterspeechincludeeve・y

objectandhappeningintheuniverse.Inordertogiveascientifically

accuratedefinit20nofmeanillgforevery'formofalanguage,weshould

havetohaveascientificallyaccurateknowledgeofeverythinginthe
i

speakers,world.TheactualextentofhumanknQwledgsisvery-small,

くユ　

.comparedtot}1is.,,

``ThestatementofmeaningsisthereforetheweakIPointinlanguage -

study,andwillremainsounti1.huinanknowledgeadvancesveryfar

ゆ

beyonditspreSentstate."、

"Th・ ・ig執 ・1sc・n知 ・an・1y・ed
・b・tn・tth・thingS・ign・1・d・b・ut・'1'hi・

re-・nf・ ・ce・th・P・{篁dP1・th・tlingui・ti・ ・加dy血u・t・1w・yssta・tf・ ・m

thephonet{cformandnotfromthemeaning.…_themeanings__

couldbeanalyzedorsystematically
,1istedon1Ybyawell-nigh・omniscient

(3),
obServer.,,

これ に よつ て も萌 か な よ うに、言 語の分析 は外形 か ら『出発 すべ きであ るが、

この ことは意 味 を無視 す ることではない。言語の性質 は意 味に も注意 を払 うこ

('1)Bloo血field・Lan琴uage,P。139。

(2♪lbid・ ・P・140・

(3)Ibid.,P.162.
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と を強 制 す る 。特 に 文 法 た お い て は 語 ・文 な ど凡 て の 要 素 が 意 味 を 有 し て い る σ

ま た 音 素(ph6neme)は 意 味 を 持 た な い も の で あ る が 、 そ の 区 別 に は 意 味 を 考 慮

す る め 黍 普 通 で あ る 。Bloomfieldも 言 語 分 析 に お い て 意 味 を 考 慮 に 入 れ な け

れ ば な ら な い こ と を 屡 々 述 べ て い る 。'

``Manutter昌manykindsofvocalnoiseandmakesuseofthevariety:・

undercertaintypesofstimUliheproducescerta沁vocalsounds,andhis・

fellows,h6aringthesesamesounds,maketheapPropr三ateresponse'.To

putitbriefly,inhuman"speech,diffeteentsgundshave .,different】 〔nealiillgs.

TostudythiscoordinationQfcertainsoundswlthcertainrp.eaiiinlng'sisi
くの

'、
,t・studylanguage.",

"Th・ ・tudy
、・f・ignifi・ant・pee・h…und・i・ph・n・1・gy・ ・P・ ・1・・tl・・1ゴの

Phoηetics.1》}10nologyinvolvesthecons{derat1ollofmean{ng.',

言 語 の研 究 は意 味 を無視 もし ない し、また無視 す ること も出来 ない。 しか し

言語学者は言語分 析 と分類の基準 として、あ るいは言語学的定義 と記述 の内容

を決定 する もの として、 捕捉 しがた い意味 を用 い る ことは 科学的 で ない と考

える。 ・

このよ うな立場 を とる構造言語学者は言語 の本質 を如何 に見 てい るの であろ

うか。BlochandTragerの 次 の 定義 は 極 め て 明 白 に言 語学 者 の言語観 を表現

し て い る。

``Alanguageis ・asystemof3rb重traryVo¢alSymbolsbym .eansof、v
.h{ich

ビの

asocialgroul)cdQPerates・,,

こ の 定 義 の 背 景 と し て 、BlochandTragerは 「凡 て の 人 間 は 凡 ゆ る 行 動 に
ら

お い て 言 語 の 使 用 に依 存 し て い る か ら、言 語 な くし て は 人 間 の社 会 は 考 え られ

な い 。 言 語 は そ れ な く し て は 結 合 され な い 神 経 系 統 を 連 結 す る もの で あ つ て ζ

甲 に作 用 す る刺 戟 が 乙 ま た は 集 団 の全 員 に 効 果 的 な反 応 を生 ず る手 段 で あ る.dJ・

(4)Bloomfield∫Language,P.27.

(5)Ibid.,P.28.・,

(6>BlochandTrager,OutlineofLinguisticAnalYsis,P.5.
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と考 え て い る 。 これ はBloomfieedが 主 唱 し たstimulus-responseの 言 語 観 の

伝 統 に 立 つ もの で 、Friesの"Alanguage,then,isasystemofrecurring

sequences・ ・patte・nsofsamesofv・cals・unds,which.correlatewith

recurr.ingsamesofstimulus-s三tuationfeatures,andwhichelicitrecurring

くの

samesofresponsefeatures."も 同 様 の 言 語 観 を述 べ た もの で φ る 。

BヱochandTragerの 上 述 の 定 義 に は 言 語 の 次 の特 質 が 言 い 表 わ さ れ て い る 。
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言 語 はsystemで あ る 。

言 語 はsymbolsのsystemで あ る。

言 語 を構 成 す るsymbolsはvocalsymbolsで あ る 。

言 語 を構 成 す るsymbolsはarb{traryで あ る 。

言 語 は社 会 共 存 、 協 力 の 手 段 で あ る 。 ・

この五 つ の言語の特質 の申 に、構造言語学 の研究対象 と分野が示 唆 され てい

る。

言語はvocalsymbolsのsystemで あ つ て文 字 は二 次的表 現 で あ る。つ ま .り

話 し言葉 こそ言語 そ の もの で あつて、言語 の研究 は話 し言葉 か ら出発 しなけれ

ばな らない。また言語はsystemで あ るか ら{こ れ を要 素 に分 析 す る こどが 出

来 る。 ある一つ の言語 の話 し言葉 の意味 の差 を示 す最小単位 は音素 であつて、

音素 とその連続 を取扱 うのが音素論(phopemiCS)で あ る。 従?て 言 語研 究 の

第 一 段階 は 音素 論 で あ る。

音素論 は音声学(phonetics)に 基 礎 を置 く もの で あ るが、凡 て の音 を表記 し よ

うとする精密記号(narrOwtranscription)と は違 つ て、機 能 的 に意 味 を表 わ す

音 蝉 位 臓 乱 よ うとす る もので あ る・』ま た 相 補 分 布!・ ・m・pl・m・nta・y

distribution)や 音 声 類 似(phoneticsimilarity)と い う よ うな 明 確 で厳 密 な 基

準 を 分 析 に用 い る点 に お い て、 簡 略 記 号(broadtranScription)と も異 つ て い

る。 あ る言 語 の 音 素 を決 定 す る た め に は 、 最 小 対 語(minimalpair)を 全 部 集 、

め よ う と し 、 そ れ ら を比 較 し て対 比 す る 音 素 を発 見 し 、ま た 各 音 素 に属 す る位

(7)Fries,MeaningandILinguisticAnalysis.Language,Vo】.30,No.1.,P.64.
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置 変 差 音(positionalvariant)と 異 音(allophone)を 発 見 し よ う と す る 。

英 語 の 音 素 論 に お い て はsegmentalphonemesの ほ か に 、s伽ss,juncture,

pitchのsuprasegmentalPhonemesが 確 立 され 、 語 彙 ば か りで な く文 法 の 真 に

有 意 味 的 な 特 徴 を識 別 出 来 る よ う に な.つ た 。 音 素 論 は 構 造 言 語 学 の 最 も 発 達 し

た 分 野 で あ つ て 、 外 国 語 の 教 授 と 学 習 に 大 き な 貢 献 を し て い る 。 そ の 実 際 的 効

果 に つ い てBloch ,andTragerは 次 の よ う、に 言 つ て い る 。

``ThereasQnforpreferringaphonemictoapurelyphonet{cdescript三 〇n
,

then,iswho11y・pゴactica1.Bydrganizingthecountlessde右ailsofpronun-

ciation{ntoasm昂ll・numberofdistinctiveunits,thestudentnot 、only

siml)Iifiesthelearningproce串s,butactuallyachievesabetteirpractical

commandbfthelallguagethanhecouldbyanyothermethodinthe

sameamountoftir降e.ThisstatementdoeSnotre寧tontheory;itisborne

outbytheexperienceofaUs加dentswhohaveusedthephonemic

(8)

apl)roachin
、theirstudyofaforeignlanguage・"

話 し言葉 の第 二の基本 的要素 は形態素(mOrpheme)で ある。 形 態 素 は一 つ

以 上 の音 素 か らな るが、音素が意味 を持たないの に反 し、形態 素は意味 を有 す

る最小単位で ある。形態素 とその組合わせ を取扱 うのが文法で あつて、普 通、

形態論(mOrphology)と 構文 論(syntax)の 二 つ に分 け る。 さて、言 語 の特質

の一 つ はそれがarbitraryな ことで あ る。発 話(utterance)と そ の意 味 には何

等必然 的 な、 科 学的 に根拠 の確実 な関係 はない 。Equusc3balhisと い う動 物

の種 を英 語で はhorse,フ ラ ンス語 で はcheval、 と言 い 、 ・ドイ ツ語 で はPferd

を用 い る。擬 声語 に して も犬 の ほえ声 は英語ではbowwow,フ ラ ンス 語 では

gnaf-gnaf・ 日本 語 で は 「わん わ ん」 で あ る。語 に意 味 を与 えるのは 慣習 にす
(9)

ぎない。形式の背後 には何等論理的理由が存在 し尽い・従つて構造文法は言語

分 析のためには意味 ・論理法則を基準 とすることを排し、形式に基礎 を置いて

s言語のあ りのままの姿、つま りusageを 観察しよ うとする。

(8)BlochandTrager,OirtlineofLinguisticAnalysis,P.40.

(g)Ib玉dりp.7.辱
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Friesが``Rulesorlawsofgrammararelikelawsofbotany,orphysics,

orbiology;theyaregenerals麟ementsattemptingtodeseribethewaysin

whichlanguageoperatestoexpressideas,andvalidonlyinsofarasthey

areaccurategeneralizations.Butthefactsofusageareinallcasesfunda一

ぐ　　
menta1."と 述 べ,さ ら に"Weneedagrammarthatdescribestheformsand

syntaxofpresent・dayAmericanEnglishaccurately;agrammarthatrecords

thefactsoftheactualusageofthosewhoarecarryingontheaffairsof

・Engヱish-speakingpeO1)leanddoesnot'falsifytheaccountinaccordwitha

make-believestandardofschoo1-masteredspeech;agrammarthqtexplains

thesefactsinthelightoftheirhistQry,
、・notbymeansof3napriori

reasoning;andfinally,agramm我rthatattemptstosetforththepatterns

ortendenciesthatha'▽eshownthemselVesinthedriftofthe]E】nglish

(11)

Iangu'age."と 言 っ て い る よ う に 、usageに 基 盤 を置 い て、 そ の 型(pattern)に

つ い て 、 言 語 の全 般 に わ た つ て 分 布 を調 べ 、 自然 科 学 的 方 法 で獲 得 さA'yic通 則 ー

を記 述 し た 文 法 は 言 語 の 機 能 を正 し く解 明 す る もーの と信 ぜ られ る。

Friesは 言 語 の表 わ すtotalmeaningに は1inguisticmeaningとsocia1・cu1・

.t・・a1・m・aningと が あ り・ling・i・ti・m・aningは1・xi・almeaningと ・t・u・tU!・1

meaningか ら成 り立 つ て い る と言 い 、女 の 構 造 か ら生 ず るstructUralmeaning

.を合 図 す るdevicesを 記 述 す る の が 文 法 で あ る と し て い る6FrieSの 文 法 の 定

i義は``'Thegrammarofalanguagecons三stsofdevicest}atsignalstructural

ゴヱ　ク

meanin9;"で あ る る・・ 彼 の 名 著StrgcturegfEp91ishは こ の よ うな 文 法

観 に 立 脚 し た 構 造 主 義 の 文 法 で あ つ て ・ そ の 顕 著 な 寄 与 の マ つ は語 の 分 類 に 見

られ る 。 彼 は ま つ 、partsofspeechの 決 定 に お い て 基 準 を意 味 に 置 くべ き で

な い こ と を主 張 し 、110n・sensewordsゑ ら成 るWo991esuggeddiggles.の よ

うな 文 を示 し 、 文 申 の 語 の位 置 と語 形 か らそ の 帰 属 の決 定 が 出 来 る こ と を論 証

(10)Fries,TeaclingofEnglish,P.33.

(11)Ibid.,p.44。

(12)Fries,StructureofEnglish,P.56.

㌔
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し た 。次 に彼 は三 つのt6st-ierameSを 英 語 の代 表 的 文型 とし て挙 げ9そ の文 型ゴ
の 各 々 の 位 置 に 入 る 語 をWordsofC工ass1,WordsofCヱass2,Wordsof

Class3,WordsofClass4の 四 類 のform-classesに 分 け,こ の 四 類 に 入 ら な

い 語 はstructUralmeanin9を 持 ち 、 し ば し ば 、文 法 的 、 機 能 的 意 味 以 外 の 意 味

を 有 し な い も の と し て 、 十 五 群 の 機 能 語(functiOllwOrd)に 分 類 し た 。 彼 の

語 類 区 分 は 優 れ た 手 法 を示 し 、 学 界 に 大 き な 示 唆 を 与 え た 。

『F
riesのStructureofEnglishは 実 に 瞠 目 す べ き著 述 で あ る が 、 そ の 欠 点 に

つ い て 、 例 え ばGleasonは"ltsmalorshortcomingisinade卿ate 、usbof

stressandibtonatidlialdata,wltharesultingnecessityoftoofreeapPealto

.、.(13)

meanlngandacomplexnotation7'と 言 つ て い る 。 し か し 、こ れ は あ の よ う な

啓蒙 を 目的 としたpioneer的 著述 に お い て は や むを得 な か つ た ことと思われ
くユの

る。FrieSは 将 来 浩 潮 な 一 書 を公 け に す る意 図 を有 し て い る の で 、 そ の 記 述 は

完 成 され て 行 く も の と考 え られ る 。

TragerandSmithのOutlineofEnghishS七ruc加reはstress,juncture,

pitchの .SUPraSegmentalphonem.esを 確 立 し 、 文 法 構 造 を 明 か に し た 名 著 で、
」(15)

GI㈱ ・・nはth・IM.・ ・t・ati・f・・t・・y ・gfE・gli・hph・n・1・gy・ ・ndm・ ・ph・1・gyと

評 し て い る が ・Texas大 学(DLon9はsyntaxに つ い て"Theydopracticallyひ
nothingwithsyntax.They .gfveusasampleofthekindofsyntact三canalysis

th・ アadv… 亡・.Lb・gl・1・ndi・ ・1。,gi・1。 。d1曲 ・n・crib・dph・n・tically,with

vowelsandconsonantsounds,stresses,pitches,andjbnctures,allindicqted

坦eticUlously.AterminalJunctureisplaced、beforeis:thesentence,then,is

composedoftwophonemicclauses・and亡hesearecoterminoμswith
.syntactic

clauses.Onewonderswhetheraterminal .iuncturewouldbeplacedbeforeis
ほ 　コ

inthemoreusualspokenvarietyLonglsland'salongisland."と 疑 惑 を 表 明

(13)

(14)

(15)

(16)

Gleason, 、IntroductiontoDescriptiveLinguisticsip.378.

真956年12月 筆 者 と の 座 談 に よ る 。

Gleason,IntroductiontoDescriptiveLinguistics.P.378・

Long,IsTrager・Smith丑in琴uistics .WhatWeWant?TheCEACritic,

March,1957.
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し て い る 。 こ の 点 に つ い て はphonologiea1な 基 準 を 唯 一一一・・の 基 準 と す べ き で は

な い と考 え られ る 。 ・

何 れ に せ よ 構 造 言 語 学 に お い て は 、 始 め 主 と し て 音 素 論 の 研 究 に 力 が 注 が れ

文 法 に お け る 研 究 の 発 達 が 遅 れ た が 、Gleasonが"Asthemajorfeaturesof

Englishintonationhavebecomekno'wninrecentyears,greatprogresshas

bρenrP・adeintheanaヱysisofsyntax.RigorousdescriP亡iρnofsentencestructure .

noヱongerseemsallunattainablegoal,asitdldonlyadeca"deorsoago・

SomePreliminarywork
.alongthesamelinesinotherlanguageshas三ndicated

くコの
thatsim臨rresultsaredistinctlypossibleil}these,too."と 言 つ て い る よ う

に今 後 の進 歩 に更 に期待 すべ きで あろ う。 また アメ ワカの英 語教授 の実際面 に

おい て、上記の代表 的構造文法 の二書 が単独 に、 あ るい は結合 され て、適切 に

応用 され優 れた効果 を挙 げてい るて とも看 過の出来 ない事実で ある。

(2)

第二次世界大戦申 にアメ リカ陸軍はArmySpecializedTrainingPogram

二を実 施 した が 、 この時 始 め て構 造言語学の原理が広 く外国語教授 に応用 され ・

その成果 は良好 で あつた。

戦後世界各地 か ら多i数の留 学生 が ア メ リカに 渡来 す る よ うにな り、彼等 に対

する英語教育 の必要 に迫 られ る情 勢が生 じ、新 しい言語学的教授法 は この領域

におい て も大 きな役 割 を果 し、優れた結果 を齎 らす よ うになつた。Michigan大

学EngヱishLaBgua・geInstituteのIntensl▽eCourseが そ の適 例 で あ る。次 に

構造 言 語 学 と外国語教育特 に英語教育 との関係 を纒 め、新 教授法 の特徴 につい

て述べ てみ よ う。,

あ る国語 が 外 人 に は如 何 に困難 で複雑 に思われて も、母国人は五才の終 りま

で に熟達 す る と言われ る・ この熟 達の内容 は どの よ うな もので あろ うか・

FrieSは 次 の よ うに述 べ て い る。

〈17)Gleason・1ntroductiontoDescriptiveLinguistics,P・ .139・1
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``Veryearlyassmallchildrenwemasterthesound'sys畜emofour

language.Welearntohearthesignificantsoundsin'sequencesthat

bec・ 皿・famili…and'th・nt・pr・duceゆs・ ・ignifi・ant・ ・und・and・ ・und

sequenceswithamazingaceuracy・ … …Thismasteryofthesoundsystem

ofournativelanguagehasbecomeentirelyunconscious'and,liketh倉

dbilityt・w・lk,wecann・t・em・mberth・1・a・ningP…ess.1'h…m・

thingistrueconcerningoUrmasteryoftheuseofthedeViceswhichour

languageusesstructuallythefundamentalmatte士sof、 ㌃ord-order

・andthepatterns・ofform .Theseweヱearntouseautolnatica11yandthey

a・ep・tit・tn・ ・f・ ・n・ci・u・ ・h・ice・ … …Butinm・tt・ …fv・ ・ab・1・tyth・

situationisentirelydifferent.'1'he`words,oneknowsdependuponthe"

experienceonehashad.Achild,sexperieηceismuchlimitedillitsr融ge.

Hisvocabularyisthereforegreatlylimited.Buthecontinuallygro、v寧　
inexperience'andalsρinthev・cabularythatnecessa・ily'acc・mpanies

ご　　　

newexperience.",'

.つま・り・子 供 が 自国語 に熟 達 す る内容の一 つは音組織 の熟達で あつ て・連 続

した有 意 味 の 音 を 闘 き分 けそれ を熟知 し、驚 くべ き正確 さを もつて これ らの

有意味 の音 とその連続 を発す る能力で ある。 また 一 つは、 自国語 の 構造上 の

devicesす な わ ち語 順 お よび形 態 の型に つ『いて の基本的事項 の 習得 で ある。 こ

の両者 は全 く無意識的な習慣 になる。一方語彙 は子供 の経験が非常 に限 られ て .

い るた め 、語彙 も非常 に限 られ てい るが、子供 の経験 は絶 えず増大 し、それ に.

伴 つ て語彙 もまた 増加 す る。

この ことか ら明かな よ うに、外国語学習の主 要問題 は、限 られた語彙 の範囲:

内 で 、第 一 に音 組織 を習得 す る こと、すなわ ち話(speech)の 流 れ を理 解 し,

音 の示 差 的特 徴 を聞 き分 け、 自分 の発音 をそれ に近接 させ ることで あ り、第 ニー

に、 その国語 の構造 を形作 くる配列 の特 徴 を習得 し、 自動的 に使用出来 るよ う'

(18)Fゼi・ ・,Tea・h血9鋼 工・a・・i・gE・gli・h・s・F・・eignL・・g・ag・・P・2・
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1にすることである。しかし成長してか ら、例えば12才 以上になつてから、外国

語 を習得しようとする者は、子供 と同じ方法で覚えることが出来ない。子供は

何 等固定した習慣 を持たず、両親や他の話手の言 うことを偏見な く模倣し、長

期 間の試行錯誤 によつて無数の実験を行い、多くの矯正を受けて遂には熟達に

到 達するが、母国語の言語習慣 を身につけた学習者が、外国語に対 する場合は

欄 き方 と話し方の両面において、模倣上の困難に遭遇する。ここに言語学の介

入す る余地が生 ず る。学習者 は自葛 の分析力 を利用して外国語 の型 は どのよ う

な ものか、、その外国語 が 自国語 と相違 するの は(音 素 にお い て,文 法 構造 にお

い て、形 態 の結 合法 において、まナこ慣用句 におい て)ど ん な点 か 、 また 、その

相 違 の た めに生ず る困難 をな くす るためには、どん な点 に注意 を払つた らよい

か、な どとい うことを明 らか にす る ことが出来・る。 これ を教授 の面 か ら見れば

構造言語学の理論 と技術 に立脚 して、学 習 され る外国語 の構造 を明 らかにし、

また両国語の分 析比較 によつて学 習者 の困難点 を予知 し、学習 の能率 を高め る

た めに、意識的 に、重点的 に教材 を作成 する ことが出来 る。言語学 の教授法へ

の 応用 の申心 は ここに存 す る。外国語 と母国語 との科学的比較 を教授法 に応用

す ることは、directmethodで は看過 され た もの で 、新 教 授 法 の優れた特色 で

あ る。Friesは`・Themosteffectivematerialsar6thosethatarebasedupon

・a・ci・ntiflrd・・c即ti・nbf .th・1・ng・・g・t・b・1・a・n・d・ ・a・ef・皿y・ ・mpa・6d

く　 　

withaparalleldescriptionofthenativelanguageofthelearner."と 言 つ て

・い る 。 ま たLadoが"Weassumethatthestudelltwhocomesincontact

withaforeignlanguage、v且1findsomefeaturesofitquiteeasyandothers

・qui亡edifficult .Thoseelementsthataresimilartohis耳atiyelanguagewill

besimpleforhim,andthoseelementsthataredifferentwillbedifficult."1'he

teacherwhohasmadeacomparisonoftheforeignlanguagewiththenative

languageofthestudentswillknowbetterwhatthereallearningproblems

;areandcanbetterprovideforteachihgthem.Hegainsaninsightintothe

(19)Fries,TeachingandLearningEnglishasaForeignLanguage,p.g.
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(20)

linguisticproblemsinvolvedthatcannoteasilybeachievedotherwise."と 言

っ て い る よ うに教 師 は両 国 語 を音 ・文法構 造 ・語彙 ・文化 な どの各分野 にわ

たつ て組織 的に比較 し、その知識 を応用 して、'学習者 の 問題 点 を診 断 し、教 材

を評価 し、効果 的な新教材 や補助教材 を作成 し、適切 な テス トの問題 を用意 し

て、教授能率 を増進 す る ことが出来 る。

両国語 の比較 に関し英語教育 に例 を とれ ば、発音 におい て、例 えば、英語の
ゴ　ハ

beatの/i/とbitの/1ノ の対 比(contrast)は 日本 語 に は 存 在 し な い 。/i/は
　

大抵 の場合、/1/よ りも長 く発 音 され るが 、 この長 さの差異 は音素的特徴でな

く、beatを 短 く、bitを 長 く発 音 し て も英 語 のspeakerSに はや は りこの二 語

は異 つ た語 で あ る。音質(quality)が ζの二 つ の音 素 を決 定 す る特 徴 で ある。
ロ

日本語ではこの二音の音質の相違は音素的特徴 として存在しない。従つて、日

本入は この二音の長 さの差 を聞 き分 けることが出来るが、音質の差 を聞 き分け

ることはかな り難しい。 また両音を区別 して発することは なお さら困難であ

る。 このような比較 によつて教授上の有用な知識 を得 ることが出来 る。文法構
o

造 について も語順 その他 において、日本語 と英語 の相違な広範囲 にわたつてい

るか ら、言語学的比較 に よつで教授上 の能率 を上 げ ることが 可能 で あ る。

以上 に述べた よ うに、両国語の言語的分析 と比較 によつ て教材 が作成 され る

が、教授 の現場 の練習は口頭 によ らなけれ ばな らない。話 し言葉が言語 その も

のなので あつて、書 かれt言 葉 は二 次 的表 現 に過 ぎな い か らである。Friesは

言 語 学的 教 授 法 をOralapproachと 名 付 けた 。Oralapproachは 、外 国語 を母 国

語 とす る人 に よつ て 発せ られアこ型(P・dtterl1)を 何 度 も繰 返 す 練習 を 行 うもの

で、 言語 の構造 を完全 に習得 す る最 も能 率 的 な方 法 で あ り・…方contrast

とpatternpracticeの 技 術 を完成 し て、 従来 の方 法 よ りも、英語教授 を一段 と

容易にした。学習者 の究極の 目的が読む ことにある場合 で も、基本能力 の養成

にはOralapproachに よ らな けれ ば な らない 。 その理 由は、学習者が、限 られ

た語彙 の範囲内で、その国語 の構造上のtoolSを 操 る能 力 を獲 得 し、.音組織 を

(20)Lado,LinguisticsacrossCultures,P,2.

(21)//内 の 記 号 は 音 素 を 示 す 。 記 号 はFrieSに よ る 。
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習得した時に、はじめて、読書へ進む準備が出来たのであつて、学習者にこの

ような能力が出来れば、その国語についての経験が増加すると共に、新しい単
ロ

語 も容 易 に 、 す み や か に 、獲 得 さ れ 、 読 書 の 真 の 目 的 が 達 成 され る と 信 ぜ られ

る か ら で あ る 。

し か し 、 こ の よ う なOralapproachと 読 書 力 や 作 文 力 と の 関 係 に つ い て は 、

Cochranカ ∫``Somepeoplefeeldoubtabouttheideathattheaural層oral

apP・ba・hisalwaysth・m・st・ff・ ・tiv・.S・m・feelthatth・mast・ ・y・f・ral-

au・alskillsdoesn・tmakereadingandwritingmucheasier,as,ce・tainlyin

English,thewfittelllanguageissooftendifferentfromthespoken.

Studentsmaylearntoreadandwritethespoken工anguagew三thease,but

theproblemstMrema沁softeachi皐gthem、howtoreadbooks.Somefeel

th・tth・ ・ei・・t・・e・t・dprima・ilyin・eadingdon・tn・gdt・sp…dtim・in
、

acquiringperfectioninspeaking.'1'heAgard・Dunkelreportsupportsthis や
doubtoftheefficacyoftheora1・auralapProach,thoughsomelinguistsfeel

thathereagaintheteststheyusedwerenotreal.m6asu士ementsoflanguage

'

く　　　

proficiency."と 言 つ て い る よ うに 、学 者 の 申 に異 論 が あ る 。 この 点 に つ い て は

今 後 さ らに 実 験 調 査 を要 す る。.・'1

・何れ にせ よ・OralaPProachが ・基 礎 解 力 養球 に効 果 が あ る こ とは 疑い のな

い ところで、アメリカにお ける留学生の短期集申指導の場合 と全 く事情が異 り

遠 大な目的 を有す るわが国英語融育においては・実情に則するように・ この方
へ

法 の 長 所 を 取 入 れ る べ き で あ る 。 一 方 ア メ リ カ 構 造 言 語 学 は 将 来 い よ い よ 発 達

す る も の と 予 想 され 、 そ れ に 伴 い 、 言 語 学 的 教 授 法 も ま た き ら に 進 展 す る と 信

ぜ られ る 。 そ の よ り広 範 囲 に わ た る高 度 め 完 成 が 期 待 さ れ る次 第 で あ る 。
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